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畜産を取り巻く環境問題の現状

１ はじめに

　畜産経営においては、家畜ふん尿処理を適切

に行い周辺環境へ配慮した経営を行うことが不

可欠となっています。平成11年に「家畜排せ

つ物の管理の適正化及び利用の促進に関する法

律」などいわゆる環境３法が制定され、畜産経

営体においては、堆肥化施設、汚水浄化処理施

設などが積極的に整備され、家畜排せつ物の野

積み、素掘りの解消が図られ、畜産環境は大き

く改善されました。それから約20年を経過し

た中で新たな課題も出てきております。汚水浄

化処理においては、排水の放流水中の硝酸性窒

素などの規制が、全国どこでも、どの職種にも

排水量に関係なく適用されています。また、季

節によって浄化槽の水温が変化すると処理能力

も変わってしまうという問題などへの対応が求

められています。堆肥化処理については、堆肥

の利用面で、特殊肥料の堆肥と窒素質肥料など

の普通肥料を混合した混合堆肥複合肥料の新た

な公定規格が平成24年に定められ、令和元年

には肥料取締法の改正と名称が変更され、家畜

ふん堆肥の利用拡大が進められるようになりま

した。一方、畜産に関わる臭気の問題は、畜産

経営に起因する苦情発生状況を見ても「悪臭」

の苦情が過半数を占め、畜産を取り巻く生活環

境の中で大きな問題となっています。

２ 汚水処理

　汚水浄化処理における排水中の硝酸性窒素等

の規制は、３年ごとに見直しされる中で、畜産

業においては令和３年３月現在で１リットル当

たり500ミリグラムの暫定基準が適用されて

いますが、早期に同100ミリグラムの一般基

準へ移行することが求められています。硝酸性

窒素等とは水質汚濁防止法での規制項目の一つ

で排水中のアンモニア性窒素×0.4+亜硝酸性

窒素+硝酸性窒素の合計値です。汚水の浄化処

理施設の浄化能力は、ばっ気槽のBOD（注１）容

積負荷、流入汚水のBOD/N比、ばっ気槽温度、

pHなど多くの要因によって決まりますが、各

農家の浄化処理施設の能力は、処理方法、施設

の大きさなどによっても大きく異なり、かつ季

節変化によっても処理能力が変動します。硝酸

性窒素等の低減に向けた諸条件を決定すべく研

究開発が進められています。処理方法が複雑化

する中で確実な硝酸性窒素等の低減を図るには

施設管理を専門の業者に委託することも今後の

一つの選択肢と考える時期と思われます。

３ 堆肥化処理

　堆肥化処理については、堆肥化技術は適正通

気の確保と堆肥化の期間という原則を守ればほ

ぼ確立されたと言えます。攪
かく

拌
はん

方式では従来型
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のロータリ型などに加えスクリュー型の攪拌機

や密閉縦型堆肥化装置（通称「コンポ」）など

の普及が進んでいます。堆肥の利用面では、特

殊肥料の堆肥と化成肥料を一定条件で混合利用

ができる混合堆肥複合肥料の公定規格ができ、

家畜ふん堆肥の生産量が多い牛ふん堆肥の利用

拡大が図られることになりました。牛ふん堆肥

はC/N（注２）比が15より高いものが多く、作物

への施用時には注意が必要、ペレット化が望ま

しいなどまだ解決されなければならない課題が

あります。混合堆肥複合肥料は肥料登録が必要

ですが、令和元年の肥料取締法の改正を受けて

配合に関するルールが変更され、堆肥と化学肥

料を配合した指定混合肥料が届け出のみで生産

可能となりました。指定混合肥料ではC/N比

の規定がないために牛ふん堆肥が使いやすくな

りました。一方、堆肥の生産量が多い共同利用

型の堆肥センターでは建設されてから15年以

上経過している施設が多く、施設の老朽化が進

みつつあり、ストックマネジメント（注３）など

を活用して補修・補強をし施設をより長く使え

るようにしています。個別農家の堆肥化施設に

ついても今後、老朽化への対策が必要になると

思われます。

４ 臭気対策

　畜産施設から発生する臭気の問題は、畜産施

設を取り巻く周辺の生活環境が大きく変化する

中で、臭気の発生源での抑制、脱臭技術の向上

などを含めその解決策が急務となっています。

臭気対策を講じても畜産物の生産量や収益が増

えるわけではなく、逆に臭気対策にかかる費用

の分が収益には負担となりますが、周辺に迷惑

をかけ続けると臭気による苦情が発生し、経営

基盤そのものが脅かされてしまいますので、苦

情が発生しないよう、過剰投資とならないよう

種々の対策を講じながら経営することが必要で

す。悪臭防止法は苦情対策法ですので、苦情が

発生しないような対策を行うことが求められま

す。環境３法ができたころは、堆肥化施設から

の高濃度臭気が苦情対象でしたが、畜産農家（経

営体）の大規模化、畜産農家近郊での宅地化、

生活環境の向上などにより畜舎から発生する低

濃度、大風量の臭気が苦情対象となってきてい

ます。畜舎から発生する臭気は、嫌気条件下で

発生する硫黄化合物（硫化水素など）や低級脂

肪酸が含まれ、これらの臭気は空気中にわずか

に含まれていても人の嗅覚では不快臭と感じて

しまう物質で、さらに空気より重いために地表

面を漂うことが多いため、人の嗅覚に接しやす

い特徴があります。堆肥化施設では、高濃度の

アンモニアが主に発生しますが、堆肥化（好気

性分解）がうまくいかず嫌気状態になってしま

いますとこれらの物質が多く発生してしまいま

すので、堆肥化施設とはいえ適正な管理をしな

ければなりません。また、畜舎からの臭気が苦

情の原因になりやすくなっていますが、その原

因の一つに経営が大型化し、畜舎から排出され

る風量が大きくなると濃度が薄くても住宅地で

は苦情になりやすいと言われています。

　それではどのように臭気対策をすればよいの

か。まずは臭気の発生源をしっかり見極めるこ

とです。発生源を確認しないと適切な対策が取

れないからです。畜舎内では清掃が第一です。

湿ったところやふん尿で畜舎床面が汚れている

とたまったふん尿が嫌気状態になって悪臭の発

生原因となります。手間をかけても清掃するこ

とが必要です。また、原尿槽や固液分離機周辺

も臭気の発生源となりやすい場所で、そのよう

なところは覆って（密閉して）臭気が外に漏れ

ないようにします。場合によってはその部分だ

けを脱臭装置を使って脱臭します。規模拡大と

ともに臭気対策を施したバイオフィルターによ

る脱臭装置を設置したウィンドレス豚舎が普及
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しつつあり、臭気対策に十分配慮した農家が増

えつつあります（写真１、２）。

　堆肥化装置では、換気風量は豚舎に比べて少

ないのですが、臭気濃度が高いために苦情が発

生してしまうような施設があります。堆肥舎で

あれば密閉して換気空気をバイオフィルターな

どで脱臭し、コンポのように排気管でまとまっ

て排気されるところでもバイオフィルターを活

用した脱臭装置に通して脱臭します。最近、芳

香臭を使ったマスキング剤の利用が増えてきて

おります。この資材は希釈して畜舎の上や敷地

境界で噴霧します。高価な資材ですので、住宅

地に臭気が流れるときに使用するとか、苦情が

発生しやすいときに使うなど使用方法に工夫が

必要です。芳香臭も強すぎると苦情になってし

まいますので適切な管理の下で使うことが求め

られます。遮へい壁の設置も効果があります。

設置方法は畜舎から畜舎の棟高さ分の離れた位

置に軒高さ分の遮へい壁（防風ネットでもよい）

を設置しますと、畜舎から排気された換気が

いったん、畜舎と遮へい壁の間にたまり、遮へ

い壁の上部から徐々に薄まりながら大気に放出

されることで苦情低減に役立てようとする方法

です。これ一つで臭気対策が可能になるもので

はありませんが、清掃をはじめとする種々の臭

気対策を組み合わせて臭気による苦情のない畜

産経営としたいものです。

（注１）  生物化学的酸素要求量（Biochemical oxygen de-
mand）は、生物化学的酸素消費量とも呼ばれる最も
一般的な水質指標の一つ。一般にこの値が大きいほ
ど、水質は悪い。

（注２）  有機物に含まれる炭素（C）含有率（%）と窒素（N）
含有率（%）の比。有機物の種類によりさまざまな
値をとるが、この値は有機物の微生物による分解の
難易、肥料効果の表れやすさ、また堆肥の腐熟程度
などを評価する場合の重要な指標である。

（注３）  施設の機能がどのように低下していくのか、また、
どのタイミングでどのような対策を講じれば効率的
に長寿命化できるのかを検討し、施設の機能保全を
効率的に実施することを通じて、施設の有効活用や
ライフサイクルコストを低減するなどの取り組み。
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写真２　換気扇の内側に設置されたバイオフィルター
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